
公立大学法人熊本県立大学 地域共創拠点運営機構 

水理模型実験施設他設計施工業務の事業者選定 

（公募型プロポーザル評価方式）実施要領 

 

1. 趣旨 

地域共創拠点運営機構の研究活動の一環として、水理模型実験施設の設計施工業務

の事業者選定を行うにあたり、経済性だけでなく、設計・施工の実績や、地域材の活用、

環境・景観への配慮等、総合的に評価を行うため、公募型プロポーザル評価方式によって選

定する。 

 

2.業務概要 

（1）業務名      公立大学法人熊本県立大学 地域共創拠点運営機構 

水理模型実験施設他設計施工業務 

（2）業務の内容    公立法人大学熊本県立大学地域共創拠点運営機構水理模型実験施

設設計施工業務仕様書（以下「仕様書」という。）の通り 

（3）業務の期間    契約締結日～令和 5年（2023年）2月 20日 

（4）限度額      8,000千円（消費税及び地方消費税を含む） 

 

3. 契約候補者の選定方法 

公募型プロポーザル評価方式とし、プロポーザル参加申込を行った事業者について、企画

提案書及びヒアリング内容を「7. 評価について」に基づいて評価し、契約候補者を選定す

る。 

なお、企画提案書及びヒアリングに係る諸経費は、すべて参加者の負担とする。 

 

4. 契約について 

（1）契約手続き 

 （ア）熊本県立大学は、公立大学法人熊本県立大学契約規則に定める随意契約の手続きに

より契約候補者から見積書を徴収し、限度額の範囲内であることを確認して契約を締

結し、契約書を取り交わす。 

 （イ）本業務の仕様書は、契約候補者と本学との協議により最終的に決定する。 

（2）契約保証金 

  本契約は随意契約であるため、契約規程第 38条第 1項の規定に基づき契約保証金を免

除する。 

（3）支払い 

仕様書「1.8 成果物」について検査を行い、履行を確認したうえで支払う。 

（4）個人情報の取り扱い 



受注者が業務を行うにあたり取得した個人情報の取り扱いについては、熊本県個人情

報保護条例等に基づき、適正に行うこと。 

（5）守秘義務 

受注者は、業務上知り得た秘密を他に漏らし、又は、自己の利益のために利用すること

はできない。また、業務終了後も同様とする。 

（6）契約変更 

契約変更は、次の各号に該当する場合において、発注者と受注者が協議して行うものと 

する。 

（ア） 当初契約と現場の不一致により材料及び数量に著しい変動が生じた場合。 

（イ） 当初、予想できない土質及び湧水等、現場条件が著しく異なった場合。 

（ウ） 発注者の都合により業務を追加又は削減した場合。 

（エ） その他発注者が必要と認めた場合。 

 

5. プロポーザル参加資格要件 

 次に掲げる要件を全て満たす業者とする。 

（ア）熊本県内に本社又は支社（営業所）等を有すること。 

（イ）熊本県工事入札参加者資格審査格付要綱（平成 15 年 3 月 7 日告示第 221 号）に

基づき、有資格者として「業種種別：建築一式工事」に登録された者であること。 

（ウ）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続開始の申立てを行った

者、又は申立てをなされた者にあっては、裁判所から当該申立てに係る更生計画認

可決定を受けていること。 

（エ）民事再生法（平成 11年法律第 225号）に基づく再生手続き開始の申立てを行った

者、又は、申立てをなされた者にあっては、裁判所から当該申立てに係る再生計画認

可決定を受けていること。 

（オ）熊本県工事請負・委託契約に係る指名停止等の設置要領（平成 16年熊本県告示第

11号）に基づく指名停止を受けている期間中、または、建設業等からの暴力団排除

に関する合意に基づく指名除外を受けている期間中でないこと。 

 

6. プロポーザル参加申込書の提出について 

（1）提出期限 令和 4年（2022年）10月 14日（金）午後 5時まで 

（2）提出先等 （様式１）「プロポーザル参加申込書」に必要事項を記入し、「13. 提出・

問い合わせ先」（2）記載の場所に、持参もしくはメールで送付すること。  

 

7. 評価について 

（1）評価基準 

提出された企画書及びヒアリングの内容について、別表の評価ポイントに基づき各項



目の配点の合計点を 100点として採点する。 

なお、企画書及びヒアリングは「8. 企画提案書の提出及びヒアリングについて」に準

拠すること。 

（2）評価結果 

書面にて提案事業者に通知する（評価点については公表しない）。 

 

8. 企画提案書の提出及びヒアリングについて 

（1）企画提案書の提出 

企画提案書は、令和 4年（2022年）10月 21日午後 5時までに、持参または郵送にて

「13. 提出・問い合わせ先」（2）に提出すること。なお、郵送の場合は、配送の確認を

行うこと。 

（2）提出書類 

①企画提案書 

別紙仕様書に沿って作成し、以下の項目を必ず記載すること 

（ア）構造イメージ図（平面、縦断、横断） 

（イ）概算見積もり（設計、施工費 別：税抜） 

（ウ）業務工程 

（エ）業務実施体制 

②事業者概要 

（3）提出部数 

各 10部（様式・枚数は自由） 

（4）提案書提出時の留意点 

（ア）提出期限後の書類の追加・修正等は原則として認めない。 

（イ）企画提案及びヒアリングに関わる一切の費用については参加者の負担とし、

提出された企画提案書等は返却しない。 

（ウ）企画提案書に関する著作権は、これを提案した提案者に帰属する。 

 （5）ヒアリング 

    （ア）実施日 

       令和 4年（2022年）10月 26日（水） 

    （イ）時間 

プロポーザル参加申込書の提出のあった事業者に対して、令和 4 年（2022

年）10月 18日（火）までにメールにて送付する。 

（ウ）内容 

       企画提案書の内容について事業者より説明の上、企画提案書及びヒアリン

グ内容について、評価委員より質問を行う。 

説明に用いる資料は、企画提案書、もしくはパワーポイントとし、パワーポ



イントを使用する場合は、提案者が端末を持参し、モニターに投影すること

（HDMI端子に接続できる端末、もしくは変換アダプタを持参すること）。 

 

9. 質問の受付 

不明点がある場合には、メールにて下記「13. 提出・問い合わせ先」に質問を送付する

こと。質問の受付は令和 4年（2022年）10月 21日までとする。 

なお、質問に対する回答は、原則、質問を行った事業者のみに行う。 

 

10. 評価委員 

地域共創拠点運営機構長と、機構長が指名する 3名の計 4名 

 

11. 説明会について 

本業務についての説明会を実施する。 

（1）日時 令和 4年（2022年）10月 11日 午後 3時 30分～午後 4時 30分 

（2）場所 熊本県立大学 グローカル棟１階 １１１号室 

（3）参加希望者は、（様式２）「プロポーザル説明会申込書」に必要事項を記載し、令和

4 年（2022 年）10 月 10 日午後 5 時までに、メールにて「13. 提出・問い合わせ先」

（2）へ送付すること。 

なお、説明会は ZOOMを利用したオンラインでの参加も可能であり、オンラインで

の参加を希望する事業者については、入室のための情報を説明会当日の正午までにメ

ールにて送付する。 

 

12. スケジュール（予定） 

スケジュールは以下を予定している。 

令和 4年（2022年）10月 10日  プロポーザル説明会参加申し込み締め切り 

10月 11日  プロポーザル説明会 

10月 14日  プロポーザル参加申込書提出期限 

10月 21日  企画提案書 提出期限 

10月 26日  評価委員による評価（書面及びヒアリング※） 

契約候補者の選定 

11月 8日   契約締結期限 

契約開始日  設計開始 

12月以降   建設開始 

令和 5年（2023年）2月上旬   検査 

 

13. 提出・問い合わせ先 



（1）契約関係 

〒862-8502 熊本市東区月出 3丁目 1番 100号 

熊本県立大学事務局 総務課 財務班 

Tel：096-321-6607 

Mail：zaimu@pu-kumamoto.ac.jp 

 

（2）業務内容・プロポーザル関係 

〒862-8502 熊本市東区月出 3丁目 1番 100号 

熊本県立大学緑の流域治水研究室／地域共創拠点運営機構 岡村 

Tel：096-234-6537 

Mail：midori-lab@pu-kumamoto.ac.jp 


